


ご
あ
い
さ
つ

毎
年
十
一
月
に
は
「
文
化
の
日
」
を
は
さ
ん
で
「
文
化
財

保
護
強
調
週
間
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
的
・
歴
史
的

に
意
義
の
あ
る
文
化
財
が
多
数
あ
る
事
を
広
く
認
識
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
行
事
で
あ
り
、
文
化
財
の
普
及
啓
発
活
動
の

好
機
で
も
あ
り
ま
す
。

久
留
米
市
で
は
、
こ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
毎
年
「
く
る

め
の
考
古
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
例
年
は
前
年
度

の
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
遺
跡
の
出
土
品
な
ど
を
展
示

し
、
調
査
の
成
果
を
市
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
す
る
場
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
三
四
回
目
を
迎
え
る
本
年
度
は
、
十
月
三

十
日

・
三
十
一
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
久
留
米
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
「
第
四
回
神
髄
石
サ
ミ
ッ
ト
」
に
関
連
し
、

主
に
七

世
紀
の
久
留
米
を
題
材
と
し
た
展
示
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
示
を
と
お
し
て
、

「古
代
く
る
め
」
の
息
吹
を
感

じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
元
の
文
化
財
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
展
示
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
機
関
、
関
係
者
の
皆
様
方

に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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四

本
書
は
久
留
米
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主

催
の
平
成
二
十
一
年
度
企
画
展
示
「
第
三
十
四
回

く
る
め
の
考
古
資
料
展
|
高
良
山
神
能
石
と
七
世

の
展
示
解
説
図
録
と
し
て
作
成
し

紀
の
く
る
め
」

ま
し
た
。展

示
期
間
は
平
成
二
十
一
年
十
月
十
七
日
か

ら
十
一
月
八
日
ま
で
、
久
留
米
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
展
示
室
を
会
場
と
し
て
い
ま
す
。

園

展
示
構
成
と
図
録
の
構
成
は
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
展
示
品
以

外
の
写
真
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

困

開
催
に
あ
た
り
多
く
の
方
々
か
ら
ご
指
導
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
巻
末
に
記
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国国

本
書
は
、
久
留
米
市
文
化
財
保
護
課
の
小
津

太
郎

・
江
島
伸
彦

・
江
頭
俊
介

・
熊
代
昌
之

・
塚

本
映
子
が
分
担
執
筆
し
、
協
議
の
も
と
小
禅
が
デ

ザ
イ
ン

・
編
集
し
ま
し
た
。



且
パ
の
吉
宮

け
神
鑑
石
と
は

七
世
紀
は
、
内
外
と
も
に
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
朝
鮮

半
島
で
は
、
高
句
麗
・
新
羅

・
百
済
の
三
国
抗
争
が
激
化
、

そ
れ
が
原
因
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
政
変
を
招
く
事
態
と
な

っ
た
。
そ
こ
へ
新
羅
の
要
請
で
中
国
を
統

一
し
た
唐
が
軍

事
介
入
し
た
た
め
、
各
国
は
権
力
の
集
中
を
図
る
こ
と
で
、

困
難
に
対
処
す
る
道
を
探
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
頃
我
が
国
で
も
、
独
裁
化
の
道
を
歩
む
蘇
我
氏
に

対
し
て
危
機
感
を
抱
い
た
中
大
兄
皇
子
ら
が
ク
ー
デ
タ
ー

を
起
こ
し
た
(
乙
巳
の
変
)
。
即
位
し
た
孝
徳
天
皇
は
、

飛
鳥
か
ら
難
波
に
遷
都
す
る
(
前
期
難
波
宮
)
。
同
時
に
、

み
こ
と
も
ち

中
央
豪
族
の
官
僚
化
を
手
が
け
る

一
方
、
宰
を
地
方
へ
派

遣
し
て
、
戸
籍
の
作
成
や
田
地
の
調
査
を
開
強
9
る
な
ど
、

地
方
豪
族
の
支
配
領
域
を
中
央
支
配
へ
再
編
成
す
る
た
め

の

一
連
の
政
治
改
革
に
も
着
手
し
て
い
る
。

さ
い
め
い

六
五
五
年
に
即
位
し
た
斉
明
天
皇
は
、
飛
鳥
へ
都
を
戻

し
、
様
々
な
事
業
を
推
進
し
た
。
飛
鳥
や
そ
の
周
辺
に
執

劫
な
ま
で
に
王
宮
造
営
な
ど
の
新
た
な
土
木
建
設
工
事
を

行
い
、

一
方
で
東
北
北
部
か
ら
北
海
道
に
ま
で
毎
年
の
よ

う
に
遠
征
軍
を
派
遣
し
て
、
蝦
夷
な
ど
を
服
属
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
荘
厳
化
さ
れ
た
王
都
に
お
い
て
、
「
異
民

族
」
に
対
す
る
服
属
儀
礼
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
王
権
の

神
聖
化
と
強
化
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
半
島
の
統

一
を
も
く
ろ
む
新
羅
は
、
六
六

O
年

八
月
、
唐
と
協
力
し
百
済
を
滅
亡
さ
せ
た
。
百
済
で
は
遺

田

神
箆
石
の
時
代
と
背
長
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臣
を
中
心
に
復
興
運
動
が
起
き
、
斉
明
天
皇
に
救
援
要
請

が
な
さ
れ
た
。
同
国
は
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
我
が
固

と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
斉
明
は
即
座
に
救
援
の
た
め

の
出
兵
を
決
定
し
た
。

し
か
し
、
翌
年
五
月
、

外
征
軍
を
率
い
朝
倉
橘
広
庭
宮

入
り
し
た
天
皇
も
七
月
に
急
死
。
母
の
意
志
を
受
け
継
い

だ
中
大
兄
皇
子
が
指
揮
を
執
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

六
六
三
年
八
月
、
白
村
江
の
戦
い
で
唐
と
新
羅
の
連
合
軍

に
歴
史
的
な
大
敗
を
喫
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

我
が
国
は
国
家
存
亡
の
危
機
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

唐

・
新
羅
の
我
が
国
へ
の
侵
攻
が
現
実
味
を
帯
び
た
翌
と
ぷ
ひ

年
、
水
城
を
築
造
し
、
対
馬
・
壱
岐
・
筑
紫
へ
防
人
と
俸

を
配
置
し
た
。
ま
た
、
九
州
に
お
け
る
外
交
と
軍
事
の
拠

点
と
し
て
大
宰
府
が
設
置
さ
れ
、
六
六
五
年
に
は
、
大
野

城
・
基
緯
城
や
長
門
城
を
築
城
、
大
宰
府
周
辺
の
防
衛
網

整
備
に
力
を
注
ぐ
。
さ
ら
に
、
六
六
七
年
ま
で
に
は
瀬
戸

内
沿
岸
部
の
讃
岐
城
・
屋
島
城
、
対
馬
の
金
田
城
、
大
和

の
高
安
城
も
築
城
さ
れ
、
都
も
内
陸
の
近
江
大
津
宮
へ
遷

都
、
中
大
兄
皇
子
は
即
位
し
天
智
天
皇
と
な
る
。

半
島
で
は
、
唐
と
新
羅
に
よ
っ
て
高
句
麗
が
滅
ぼ
さ
れ

る
が
、
六
七
六
年
に
は
唐
の
勢
力
を

一
掃
し
た
新
羅
が
半

島
統
一
を
果
た
す
。
翌
年
か
ら
は
我
が
固
と
の
関
係
修
復

も
な
さ
れ
、
使
者
の
往
来
も
頻
繁
と
な
っ
て
い
く
。

六
七
二
年
の
壬
申
の
乱
後
即
位
し
た
天
武
天
皇
は
、
都

を
飛
鳥
に
戻
し
、
律
令
の
制
定
に
着
手
、
対
外
的
な
危
機

が
去
っ
た
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
中
央
集
権
的
な
圏
内
支

配
体
制
を
整
え
て
い
く
。
ま
さ
に
古
代
国
家
は
成
立
前
夜

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
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囲

神
築
石
と
ザ
ば
れ
る
ま
で

現
在
高
良
山
神
籍
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
列
石
遺
構
が
、

記
録
の
上
に
現
れ
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
以
前
に
成
立

え
ん
ぎ

し
た
と
い
わ
れ
る
「
高
良
玉
垂
宮
縁
起
」
が
最
初
だ
。

こ
の
縁
起
の
中
に
、
高
良
玉
垂
神
が
高
良
山
の
地
主
神

た
か
む
れ

で
あ
る
高
牟
礼
神
か
ら
、
宿
を
借
り
る
話
が
で
て
く
る
。

そ
の
際
、
高
良
玉
垂
神
は
石
に
よ
っ
て
山
を
取
り
囲
み
、

そ
の
真
ん
中
に
住
ま
い
を
構
え
た
と
い
う
。
同
史
料
で
は
、

H
M
+
つ
レAm
A

J

こ
の
列
石
を
「
八
葉
の
石
畳
」
と
呼
び
、
住
ま
い
の
方
を

「
神
龍
石
」
と
呼
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
区
分
と
呼
び
方
は
、
近
世
に
か
け
て
の
史
料
に

け
ん
ぽ
ん

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「絹
本
着
色
高
良
大
社

縁
起
」
(
固
)や
神
職
で
あ
る
大
祝
保
房
が
書
い
た

『高
良

じ
ゃ
く
げ
ん

記
』
、
高
良
山
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
寂
源
が
、

三
ヶ
月

近
く
か
け
て
列
石
線
を
発
掘
調
査
し
た
際
の
「
高
良
山
八
葉

石
記
」
(
固
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
江
戸
時
代
中
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
筑
後
志
』

に
は
、

「山
頂
社
地
の
周
囲
、
方
十
町
を
限
り
、
巨
石
魚
貫

せ
り
。
こ
れ
を
神
龍
石
(
か
う
ご
せ
き
)
と
い
う
。」

と
あ

る
。
そ
し
て
註
に
は
わ
ざ
わ
ざ
「
俗
に
蓮
花
石
と
云
ふ
は

非
也
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
初
め
て
、

列
石
遺
構

を
「
神
龍
石
」
と
呼
ぶ
例
が
現
れ
た
こ
と
に
な
る
。

幕
末
に
お
け
る
筑
後
考
古
学
の
先
駆
者
矢
野

一
貞
は
、

そ
の
著
書
『
筑
後
国
郡
誌
』
で
、

「是
を
神
龍
石
と
も
八
葉

石
と
も
い
ふ
。

」
と
す
る
。
ま
た
、
「
八
葉
蓮
華
」
と
い
う

呼
称
が
仏
教
に
結
び
付
け
ら
れ
た
名
称
と
し
、
実
際
は
要

害
の
た
め
に
築
か
れ
た

「城
」
で
あ
る
と
看
破
し
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
中
世
1
近
世
前
期
の
史
料
か
ら
は
、

現
在
我
々
が

「神
龍
石
」
と
呼
称
し
て
い
る
列
石
遺
構
を

「
八
葉
の
石
畳
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一

方

ば
て
い

の

「神
龍
石
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
馬
蹄
石
」
と
呼
ば

れ
る
磐
座
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
江
戸
中
期
に
は
、

「神
鑓
石
」
と
呼
ぶ
例
が
出

現
し
、
「
八
葉
石
」

「
神
髄
石
」
の
二
つ
の
呼
名
が
併
存
す

る
。
こ
の
混
乱
は
、

「神
箱
石
」
と
い
う
名
称
が
学
会
へ
紹

介
さ
れ
る
近
代
に
ま
で
続
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

「神
籍
石
」
と
い
う
名
称
で
最
初
に
取
り
上
げ
た
小
林

庄
次
郎
は
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て

「神
域
説
」
を
唱
え
た
。

あ
る
い
は
自
説
に
即
し
た
名
称
を
意
図
的
に
採
用
し
た
と

考
え
る
の
も
、
あ
な
が
ち
邪
推
と
は
い
え
ま
い
。

回「絹本着色高良大社縁起(部分)Jに見える「神寵石(馬蹄
石)Jと崩壊した列石の表現(画面右下)。

八
文
山
撰
る

良

。
い

高
る
て

「
い
れ

る
て
ら

よ
れ
え

に
ま
考

源
刻
と

寂
が
の

。来
も

碑
由
の

石
の
身

る
掘
自

あ
発
彼

-

」

占

ふ

頭
線
蹟

社
石
筆

の
列
社
(
雲

大

J
法

良
石
僧

古
同
一替
市
は

固

園高良大社参道脇の馬蹄石。本来は磐座であろう。
近世以前は「神寵石」と呼ばれた。

-寂源僧正…高良山五十世座主。高良山顕彰事業を熱心に進め、高良山杉の植林、高良山十景の選定などを実施した。
延宝3年(1675)には列石線の発掘調査を実施している。神能石発掘調査の初めての例といえる。
口矢野ー貞…1794-1879年。久留米藩土、御先手物頭格。和漢の書籍に通じ、歌人として、また絵画もよく描いた。
フィールド調査を重視した考古学研究も熱心に行う 。 代表作に『筑後国郡誌~ w筑後将士軍談』など。
・『筑後志』…久留米藩士である杉山正中と友人の小川正格が、安永6年(1777)に編さんした地誌。



図

神
寵
一
七
論
争

高
良
山
神
能
石
を
学
界
へ
最
初
に
紹
介
し
た
の
が
、
小

林
庄
次
郎
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
明
治
=一十

一

年
(
一
八
九
八
)
に
発
表
さ
れ
た
「
筑
後
高
良
山
中
の
神
能

石
な
る
も
の
に
就
い
て
」
と
い
う
論
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
論
文
中
で
は
、
高
良
山
神
龍
石
と
い
う
の
は
霊
域

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
高
良
山
の
中

腹
に
は
式
内
社
で
筑
後

一
の
宮
で
あ
る
高
良
大
社
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
類
推
し
た
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
明
治
三
十
三
年
、
八
木
英
三
郎
が
こ
れ
に

反
対
、

山
城
説
を
唱
え
る
。
こ
こ
か
ら
神
域
説
と
山
城
説

を
め
ぐ
っ
て
、
学
界
を
二
分
す
る
大
論
争
が
始
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。
明
治
三
十
五
年
、
喜
田
貞
吉
が

「神
龍
石
と

は
な
ん
ぞ
や
」
と
い
う
題
で
、
先
の
八
木
論
文
に
対
す
る

反
論
を
出
す
。
こ
れ
に
対
し
て
翌
年
、
八
木
も
反
論
、
加

え
て
、
朝
鮮
半
島
の
古
代
山
城
を
調
査
し
た
関
野
貞
が

大
正
二
年
(
一
九

二
二
)
に
、
「
所
謂
神
龍
石
は
山
城
な
り
」

を
発
表
し
八
木
に
加
勢
す
る
形
と
な
っ
た
。
以
降
、
喜
田

・
関
野
両
氏
を
中
心
に
議
論
が
展
開
し
て
ゆ
く
。

ゃ
っ
い
せ
い
い
ち

そ
の
後
、
谷
井
済
一
が
朝
鮮
式
山
城
と
神
能
石
の
構
造

を
詳
細
に
比
較
検
討
し
た
上
で
、
山
城
説
を
強
調
し
た
が
、

結
局
、
現
状
の
表
面
観
察
だ
け
で
は
説
得
力
に
欠
け
、
や

お
お
る
い
の
ぷ
る

が
て
議
論
は
平
行
線
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
類
伸
の
「
神

鑑
石
問
題
解
決
時
期
尚
早
論
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
議
論

は
停
滞
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
つ
い
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
打
開
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
八
年
(
一
九
六
三
)
、
佐
賀
県
武
雄
市
の
お
っ
ぽ

盛時薗画面函欝3 

お
ぷ
く
ま
や
ま

山
神
鑑
石
、
翌
年
に
は
佐
賀
市
の
帯
隈
山
神
龍
石
と
立
て

続
け
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
調
査
を
主
導

し
た
の
は
、
当
時
九
州
大
学
の
考
古
学
研
究
室
に
所
属
し

て
い
た
鏡
山
猛
と
小
田
富
士
雄
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
列
石
が
土
塁
の
基
底
部
に
連
な

っ
て
い
る
こ

と
や
、
そ
の
前
面
に
約
三

m
間
隔
で
柱
が
並
ん
で
い
る
様

子
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
谷
を
遮
断
す
る
部

ほ
ヲ
た
て
ば
し
ら

分
に
は
水
門
、
土
塁
の
切
れ
目
に
は
掘
立
柱
で
造
ら
れ
た

門
な
ど
を
発
見
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
野
城
や
基
緯

城
な
ど
、
当
時
の
日
本
の
正
史
で
あ
る

『
日
本
書
紀
』
に

も
記
載
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

「朝
鮮
式
山
城
」
と
構

造
が
極
め
て
似
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
神
龍
石
は
神
域
を
示
す
の
で
は
な
く
、
山

城
だ
と
い
う
こ
と
で
ほ
ぼ
決
着
を
見
た
と
い
え
る
。

回北西側より望んだ高良山の姿。筑後の霊山として
古来から信仰を集めている。山中には延喜式内社
の高良大社が鎮座する。考古学的には、 8世紀後
半~9 世紀初頭頃には神宮寺高隆寺が確実に存在
しており、少なくとも奈良時代には成立していた
ものと思われる。

園高良大社の社殿。現在の建物は、慶安四年
(1651 )久留米藩主の寄進による。

回明治末年頃の高良山神寵石(勢至堂山付近)

-八木英三郎…1866-1942。江戸に生まれる。東大人類学教室で坪井正五郎に師事。同教室、旅順博物館などを経て、
満鉄勤務。台湾 ・朝鮮・ 中固などの転勤先で、考古学調査を行った。

口谷井済ー…1880-1959。和歌山県生まれ。京大大学院修了後、朝鮮総督府博物館を経て和歌山県文化財審議委員。
佐賀県鳥栖市の柚比遺跡で聾棺300基を発掘したこともある。
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田

神
箆
石
と
朝
鮮
式
ム
城

層調覇軍歯菌園陸

多
く
が
石
塁

に
よ
っ
て
遮
断
し
、
ト
ン
ネ
ル
式
の
石
組
通
水
口
を
設
け

て
谷
水
を
城
外
へ
排
水
し
て
い
る
。
水
量
が
少
な
い
場
合

に
は
、
石
材
の
隙
聞
か
ら
逃
が
す
構
造
の
場
合
も
あ
る
。

城
門
は
水
門
に
付
設
さ
れ
た
り
、
尾
根
筋
の
土
塁
を
途

切
れ
さ
せ
て
出
入
り
口
と
し
、
掘
立
柱
式
や
礎
石
式
の
城

門
が
設
置
さ
れ
た
り
す
る
。
城
内
に
は
、
朝
鮮
式
山
城
で

あ
る
大
野
城
や
鞠
智
城
の
よ
う
に
、
備
蓄
倉
庫
群
や
管
理

施
設
建
物
な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
神
龍
石
に
お

い
て
も
近
年
、
城
内
建
物
と
考
え
ら
れ
る
施
設
が
確
認
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
他
に
も
、
櫓
機
能
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る

建
物
や
貯
水
池
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

さ
て
、
朝
鮮
式
山
城
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に

築
城
時
期
も
そ
の
目
的
も
明
ら
か
だ
が
、
神
籍
石
に
つ
い

て
は
い
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。
か
つ
て
は
、
邪
馬
台
国

時
代
の
砦
説
や
筑
紫
君
磐
井
の
築
城
説
も
あ
っ
た
が
、
現

在
で
は
朝
鮮
式
山
城
に
先
行
す
る
の
か
後
出
す
る
の
か
が

ひ
と
つ
の
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

先
行
説
の
多
く
は
、
『
日
本
書
紀
』
斉
明
四
年
是
歳
条
に

あ
る
「
繕
修
城
柵
山
川
断
塞
」
を
神
龍
石
の
築
城
も
し
く

は
改
築
の
記
事
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
分
布
か
ら
朝
倉

宮
を
防
衛
す
る
施
設
と
し
、
百
済
救
済
戦
争
と
の
関
連
で

説
明
す
る
。

一
方
の
後
出
説
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
割

石
か
ら
切
石
へ
の
石
材
加
工
技
術
の
発
達
か
ら
、
切
石
を

使
う
神
龍
石
を
朝
鮮
式
山
城
よ
り
後
の
築
城
と
す
る
。
ま

た
、
国
府
や
官
道
な
ど
と
の
関
係
か
ら
、
中
央
集
権
化
す

る
過
程
に
お
け
る
地
域
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
側
面
を
重

視
す
る
。
だ
が
出
土
遺
物
も
少
な
い
現
在
、
こ
の
論
争
に

決
着
が
着
く
の
は
も
う
少
し
先
の
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

⑧ 
回朝鮮式山城の
石塁の例(大野
城の百間石垣)

回北部九州における神龍石と朝鮮式山城の分布田神寵石における水門

の例(女山神寵石の
粥餅谷水門)

• i繕修城柵山川断塞J (城柵を繕い山川を断ち塞ぐ)…本文中にもあるように、 『日本書紀』斉明四年是歳条或本
の記事である。この前段は 「国家以兵士甲卒西北畔J (国家、兵士甲卒を以て、西北の畔に陣ぬ)となっている。渡
辺正気はこれが斉明天皇の西征を意味し、後段が神舘石の築城の記事であると考える。この解釈については最近、史

料を詳細に検討した八木充が反論し、我が国の出来事ではなく百済国内の軍事的動向を示すとした。

我
が
国
に
二
O
カ
所
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
古
代
山

城
は
、

『日
本
書
紀
』
な
ど
の
史
書
へ
の
記
録
の
有
無
で
大

き
く
二
分
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
記
載
さ
れ
て
い
な

い
も
の
は
「
神
籍
石
」
・
「
神
髄
石
型
(
式

・
系
)山
城
」
、
記

載
の
あ
る
も
の
は
「
朝
鮮
式
山
城
」
と
呼
ば
れ
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
朝
鮮
半
島
起
源
の
構
造
や
技
術
を
主
体
に

築
城
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
式
の
山
城
で
あ
る
こ
と
に
は
か

わ
り
が
な
い
。
以
下
に
そ
の
特
徴
を
記
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
立
地
か
ら
見
る
と
、
平
野
の
背
後
の
山
に
あ
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
山
裾
に
は
古
代
官
道
が
走
り
、

河

川
が
近
い
な
ど
交
通
の
要
所
で
も
あ
る
。
付
近
に
は
、
国

ぐ
ん
が

府
や
国
分
寺
、
郡
街
な
ど
古
代
に
お
け
る
重
要
施
設
が
存

在
す
る
こ
と
が
多
い
。
高
良
山
神
龍
石
と
筑
後
国
府
跡
前

身
官
街
(
先
行
官
街
)
・
筑
後
国
分
寺
・
西
海
道

・
筑
後
川

な
ど
の
組
み
合
わ
せ
は
そ
の
典
型
例
で
あ
ろ
う
。

土
塁
や
石
塁
と
い
っ
た
城
壁
は
山
の
尾
根
や
谷
を
縫
い
、

は
ん
ち
く

敷
地
を
不
定
形
に
取
り
囲
む
。
土
塁
は
、
「
版
築
」
と
い
う

せ
き
い
た

盛
り
土
工
法
で
築
か
れ
る
。
ま
ず
、
堰
板
を
設
置
し
、
そ

の
枠
内
に
質
の
違
う
土
砂
を
厚
さ
数
セ
ン
チ
単
位
で
、
杵

で
突
き
固
め
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い
く
。
こ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
壁
面
の
立
ち
上
が
り
は
急
と
な
り
、
防
御
性
が

増
す
。
城
壁
の
高
さ
は
二

m
を
超
え
、
場
合
に
よ

っ
て
は

一
O
m
近
い
も
の
ま
で
あ
る
。
な
お
、
神
龍
石
で
は
、
盛

土
の
前
に
、
土
塁
の
裾
部
に
長
辺
八

O
ω
ほ
ど
の
切
石
を

ず
ら
り
と
並
べ
て
い
る
点
が
特
徴
的
と
い
え
る
。

ま
た
、
標
高
が
低
く
な
る
谷
の
部
分
は
、
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高
良
，
山
神
寵
石
を
め
ぐ
る

五
つ
の
峯
を
繋
ぐ
よ
う
に
馬
蹄
形
に
構
築
さ
れ
る
高
良

山
神
舘
石
の
城
壁
(
列
石
線
)
の
全
長
は
、
約
二
・

五
1
三

刷
。
列
石
線
が
残
る
南
半
部
だ
け
で
も
一
・
五
同
を
測
る

長
大
な
も
の
で
あ
る
。
最
高
所
は
高
良
大
社
が
鎮
座
す
る

本
宮
山
で
標
高
二
五

一
m
、
最
低
所
は
北
谷
水
門
推
定
地

の
標
高
六
五

m
、
標
高
差
は
実
に

一
八
O
m
も
あ
る
(
困
)。

列
石
自
体
は
、
表
面
を
小
さ
く
叩
い
た
り
ノ
ミ
で
削

る
加
工
を
施
し
て
方
形
に
仕
上
げ
た
切
石
で
あ
る
(固
)。

一
部
で
は
安
山
岩
や
滑
石
も
使
用
さ
れ
る
が
、
主
体
は
付

り
よ
〈
で
い
へ
ん
が
ん

近
で
産
出
す
る
緑
泥
片
岩
で
あ
る
。一

個
の
大
き
さ
は
、
高

さ
・
奥
行
き
と
も
七

0
1
八
O
叩
ほ
ど
で
あ
る
。
長
さ
は

二
0
1
三
二
O
仰
と
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
平
均
は
八

O

ω
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。

列
石
は
基
本
的
に

一
段
積
み
で
直
列
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
部
分
的
に
は
複
数
段
積
み
(固
)
、
母
岩
露
頭
を
加

工
し
た
箇
所
も
見
ら
れ
る
(
固
)。
ま
た
、
基
本
的
に
城
壁

は
カ

l
ブ
を
描
く
が
、
北
谷
南
側
と
勢
至
堂
山
南
西
側

(固
)
で
は
ほ
ぼ
九
O
度
に
屈
折
す
る
箇
所
が
あ
る
。
両

者
は
そ
れ
ぞ
れ
北
谷
・
南
谷
水
門
を
見
下
ろ
す
見
晴
ら
し

の
よ
い
位
置
に
あ
り
、
望
楼
の
よ
う
な
、
重
要
な
施
設
が

存
在
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

因
み
に
、
列
石
と
と
も
に
城
壁
を
構
成
す
る
版
築
士
塁

き
ょ
う
ち
〈
し
古

な
い
た
く
し
き

は
、
古
代
山
城
で
は
「
爽
築
式
」
と

「内
托
式
」
の
二
種

類
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
は
堤
防
状
に
形
成
し
た
も
の
で

あ
り
、
城
の
内
外
に
急
角
度
の
壁
面
が
で
き
る
。
後
者
は
、

神
箆
石
の
場
合
、
基
部
に
列
石
を
据
え
て
、
山
の
斜
面
に

居留萌置薗留置匹、5 

盛
り
土
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
こ
ち
ら
は
城
内
側
に
壁

面
が
な
い
構
造
な
の
で
あ
る
。
高
良
山
神
龍
石
で
は
、
石

塁
の
可
能
性
が
あ
る
水
門
部
分
を
除
け
ば
、
内
托
式
の
み

を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長
い
年
月
が
経
つ
う
ち
に
、

積
み
土
が
す
で
に
流
れ
去
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
残
存
す
る
の
は
ご
く

一
部
で
あ
る
(回
)。

水
門
は
、
北
谷
・
南
谷
の
二
カ
所
に
存
在
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
南
谷
の
み
に
残
る
(
固
)
。
そ
の
規

模
は
長
さ
約
七

1
九

m
、
高
さ
約
三

m
、
基
底
部
幅
は
約

九

m
で
あ
る
。
石
材
は
列
石
と
同
様
、
片
岩
を
主
体
に
安

山
岩
な
ど
の
方
形
の
切
石
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
を
本

体
の
前
面
と
背
面
に
使
用
し
て
い
る
が
、
城
外
側
で
は
垂

直
に
近
い
角
度
で
、
七
段
以
上
を
積
み
上
げ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
谷
の
南
岸
は
母
岩
の
露
頭
で
あ
る
が
、
取

か
ぎ

り
付
き
を
よ
く
す
る
た
め
か
、
鈎
形
に
掘
削
し
た
痕
跡
が

あ
る
。
ま
た
、
基
礎
部
に
は
大
形
の
石
材
を
敷
き
、
か
っ
、

本
体
芯
部
に
は
機
が
充
填
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
下

部
は
石
塁
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
上
部
に
つ
い

て
は
、
土
砂
が
堆
積
す
る
も
の
の
礁
が
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
後
世
の
堆
積
土
な
の
か
、
当
初
か
ら
の
積
み
土
な

の
か
は
、
現
状
で
は
判
断
が
難
し
い
。

高
良
山
神
箆
石
は
、
筑
紫
平
野
に
岬
状
に
突
出
し
た
耳

あ

し

き

納
山
地
の
先
端
と
い
う
好
立
地
で
あ
る
。
北
は
阿
志
岐

き

い

お
ぶ
く
ま
や
ま

ぞ

城
・
基
緯
城

・
大
野
城
、
西
は
帯
隈
山
神
龍
石
、
南
は
女

や
ま山
神
能
石
が
目
視
で
き
、
こ
れ
ら
の
中
心
的
な
位
置
に
あ

る
。
燐
火
な
ど
を
使
え
ば
相
互
に
通
信
を
交
わ
す
こ
と
も

で
き
た
で
あ
ろ
う
。
極
め
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
古
代
山

城
と
い
え
る
。

回大学稲荷前の列石 (右)と 困石材の表面

加工の様子(左)。 石材を現場に据え付け

た後に、工具で表面を滑らかにしていく。
表面には工具の痕跡として、細かい凹凸が
残っている。

-石材加工一 石材表面の凹凸を、ノミやチョウナ、鎚などによって細かく打撃を加えて落として平らに仕上げていく。
我が国では、古墳時代後期の横穴式石室や石棺の石材加工でも同様の技術が使われる。
口蜂火…のろし。奈良時代の「養老律令J(軍防令蜂置条)には、約21.6kmを基準に修施設を設置するように規定がある。
樋口一成も指摘するように、この数値は、高良山神能石を中心とした筑紫平野の4城(帯隈山・女山・阿志岐・杷木)聞
の平均距離22.0kmと極めて近い。



園南谷水門の現状。堤体の断面が露出した状態。

困列石は部分的に複数段積み上げる(回ー南谷"-'C)。

〆
，'、
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国内托式土塁が比較的残っている箇所(回-C"-'D)。

国勢至堂山南西の角部分(回一C)。望楼が存在したか。

回自然の母岩露頭を利用した部分。窪みには切

石をはめ込む箇所もある。写真奥には列石が
続いている(回-C"-'D)。

全ノ城 ‘
、..-'--，¥ 

園高良山神龍石の全体図。北側は水縄断層により

形成された急峻な崖となっており、現段階では
列石線が確認されていない。

i，¥ ¥ 

~-"'~i I • :) r'O~ 

斗ム三∞m

-石塁…石を積み上げた防塁のこと。三国時代の朝鮮半島の山城に多く見られる。神箆石の城壁の場合、基底部に切
石を設置した土塁がそのほとんどを占め、水門など防御上の弱点のみに採用されることが多い。対して、瀬戸内系の

神能石や朝鮮式山城では多用される傾向にある。特に、国土防衛の最前線にある対馬の金田城は、石塁に取り固まれ
た峻城として知られている。



其
の
弐
・
神
築
ず
宿
泊
則
夜
の
久
留
米

目

玉
・
六
世
紀
の
筑
後
地
方

五
世
紀
は
各
地
で
大
形
の
前
方
後
円
墳
が
造
営
さ
れ
る

も

ず

時
代
で
あ
る
。
畿
内
河
内
の
百
舌
鳥
古
墳
群
に
見
ら
れ
る

巨
大
な
古
墳
が
代
表
例
で
あ
る
。
周
辺
地
域
を
見
て
も
、

い
し
び
つ
や
ま

久
留
米
市
高
良
内
町
所
在
の
石
植
山
古
墳
(
全
長

二

o

m)
や
、
久
留
米
市
の
南
に
広
が
る
八
女
丘
陵
に
は
広
川

町
所
在
の
石
人
山
古
墳
(
一
ニ
O
m)
な
ど
が
あ
る
。

五
世
紀
の
中
頃
か
ら
後
半
に
至
り
、
高
良
内
町
所
在
の

浦
山
古
墳
、
同
市
大
善
寺
町
所
在
の
御
塚
古
墳
、
う
き
は

っ

き

の

お

か

つ

か

ん

ど

う

市
吉
井
町
所
在
の
月
岡
古
墳
、
塚
堂
古
墳
が
造
営
さ
れ
る
。

六
世
紀
に
な
る
と
八
女
丘
陵
で
は
、
八
女
市
所
在
の
乗
場

古
墳
、
岩
戸
山
古
墳
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。

古
墳
の
築
造
は
、
相
当
の
労
働
力
の
集
積
、
技
術
力
の

保
持
と
統
括
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
各
地
の
豪
族
が
権
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
象

徴
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
各
地

一
斉
に
定
型
化
し
た
巨

大
な
前
方
後
円
墳
が
造
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ヤ
マ
ト
政
権

の
強
大
な
政
治
的
結
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

八
女
丘
陵
に
集
中
す
る
首
長
墓
の
一
群
は
八
女
古
墳
群

と
呼
ば
れ
、
先
の
石
人
山
古
墳
以
降
は
若
干
の
時
間
的
な

空
白
が
あ
る
も
の
の
、
五
世
紀
始
め
頃
か
ら
年
代
を
追
っ

て
六
世
紀
半
ば

1
末
頃
ま
で
前
方
後
円
墳
が
造
営
さ
れ
て

い
る
。
連
綿
と
続
く
系
譜
と
古
墳
の
規
模
は
、
筑
後
地
方

に
お
い
て
他
の
首
長
墓
群
と

一
線
を
画
す
存
在
で
あ
る
。

八
女
古
墳
群
の
特
徴
と
し
て
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
製
の

医 科山欄石町紀のくるめ 週7 

「
石
人
石
馬
」
が
古
墳
の
周
り
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
著
名
な
例
と
し
て
岩
戸
山
古
墳
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
か
ら
八
女
古
墳
群
は
筑
紫
君
の

奥
津
城
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
『
日
本
書
紀
』
の
記
載
か

ら
、
磐
井
の
墓
に
は
多
数
の
石
人
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
石
造
物
は
有
明
海
沿
岸
に
所
在
す
る
古
墳
か

ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
有
明
海
沿
岸
地
域
に
対
し
て
勢
威

を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
久
留
米
市
内
の
首
長
墓
群
は
藤
山
地

区
と
久
留
米
西
部
に
当
た
る
大
善
寺
・
荒
木
地
区
に
分
け

か

ぶ

と

づ

か

い

し

び

つ

や

ま

ら
れ
る
。
藤
山
地
区
に
は
甲
塚
古
墳
、
石
植
山
古
墳
、
浦

も
と
や
ま

山
古
墳
、
本
山
古
墳
が
所
在
す
る
。
石
植
山
古
墳
は
、
八

女
古
墳
群
の
石
人
山
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
築
造
で
、
同

規
模
の
墳
丘
形
態
、
内
部
主
体
を
採
用
し
て
お
り
、
八
女

古
墳
群
の
勢
力
に
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
当
初

は
盟
友
的
関
係
で
あ
り
な
が
ら
、
桔
抗
し
た
勢
力
を
誇
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
善
寺
・
荒
木
地
区
で
、
広
川
沿
い
の
丘
陵
に
立
地
す

お

ん

っ

か

ご

ん

げ

ん

っ

か

ち

ょ
う
し
づ
か

る
首
長
墓
群
に
は
御
塚
古
墳
、
権
現
塚
古
墳
、
銚
子
塚
古

墳
、
鷲
塚
古
墳
、
ニ
子
塚
古
墳
が
存
在
す
る
。
特
に
三
重

の
周
溝
が
巡
る
御
塚
古
墳
は
非
九
州
的
な
形
態
を
有
し
て

お
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
強
い
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。

久
留
米
の
東
、
浮
羽
地
方
に
は
月
岡
古
墳
、
塚
堂
古
墳
、

図相前後して築造された久留米市大善寺町の御塚(左)・権現
~5r.-← 4畠f→-\ (イレ吉信ト 11 1n070:i:息旦ラ、
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国

園うきは市の若宮古墳群(南東上空より、 1987年撮影 )。
中央右下の森が日間古墳、 その上の森が月岡古墳。

・百舌鳥古墳群…大阪府堺市一帯に広がる 5世紀を中心とする古墳群。108基におよぶ大小の古墳で構成されている。
中でも仁徳陵古墳は、三重の濠を含む全長が850mに達する日本最大の前方後円墳である。
口阿蘇溶結凝灰岩…阿蘇山の噴火で堆積した火山灰が硬化したもの。比較的加工が容易で、現在でも八女地方や熊本
県では石灯箆などに使用されている。
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園御塚・権現塚古墳から出土した古新羅

系土器の蓋(右)0 6世紀前半頃のも
の。この他に7世紀後半頃に位置づけ
られる印花紋土器蓋なども採集されて

いる(清力美術館蔵)。

監 良山神書院叩己的め 週

日
間
古
墳
の
三
基
の
古
墳
で
構
成
さ
れ
る
若
宮
古
墳
群
が

あ
る
。
月
間
古
墳
は
二
重
の
周
溝
を
巡
ら
し
、
副
葬
品
が

極
め
て
畿
内
的
要
素
を
も
っ
た
古
墳
で
、
畿
内
か
ら
派
遣

さ
れ
て
き
た
豪
族
の
墳
墓
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
続
く
塚

堂
古
墳
も
二
重
の
周
溝
を
持
っ
て
い
る
が
、
次
の
日
岡
古

墳
の
段
階
で
は
、
九
州
的
な
要
素
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
若
宮
古
墳
群
の
首
長
墓
の
系
列
が
次
第
に
在
地
化

し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
若
宮
古
墳
群

い
〈
は
の
お
み

の
被
葬
者
は
的
臣
の
一
族
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
お

り
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

広
川
沿
い
の
古
墳
群
は

『日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
条
の

み
由
ま
の
さ
み

記
事
に
み
え
る
水
沼
君
の
墓
所
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
豪

族
は
伝
承
に
よ
る
と
、
宗
像
地
方
の
豪
族
で
あ
る
胸
形
君

と
関
係
が
深
く
、
筑
紫
君
の
領
域
と
隣
接
す
る
も
の
の
、

ヤ
マ
ト
政
権
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
航
海
術
に
も
長
け
た

一
族
で
あ

っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
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1塚堂古墳
2日間古墳
3月間古墳
4田主丸大塚古墳
5木塚古墳
6B嶋寺古墳
7石植山古墳
8浦山古墳
9麗山甲塚古墳
10本山古墳
11鷲塚古墳
12二手塚古墳

困北部九州における主要首長墓の分布と有明沿岸地域に特有の墓制要素

.7.1<沼君… 『日本書紀』景行天皇四年条に「水沼JjIJJ、同十八年条に「水沼県主猿大海」、同書雄略天皇十年条に「水
間君Jの名が見える。最後の雄111各条の記事は、身狭村主青(むさのすぐりあお)が呉ーから献上された2羽の鵡をもっ
て、筑紫に帰着したところ、 71く間君の飼い犬がそれを噛み殺したという内容である。このことから、筑後川一有明海
というルートが中国大陸とも繋がる水上の道であり、その下流域に勢力を張る首長居が、大陸や半島との交渉に関わ
っていた可能性が高い。格1I塚 ・権現塚古墳からの新羅土器の出土はこれを裏付ける史料である。



園

「磐
井
の
乱
」
と
水
沼

君

五
ニ
七
年
に
始
ま
る
筑
紫
の
豪
族
磐
井
と
ヤ
マ
ト
政
権

と
の
内
戦
は
翌
年
十
一
月
、
磐
井
の
敗
北
で
終
わ
っ
た
。

有
名
な
「
磐
井
の
乱
」
で
あ
る
。

当
時
の
朝
鮮
半
島
は
統

一
を
進
め
る
新
羅
と
こ
れ
に
圧

迫
さ
れ
る
百
済
と
い
う
情
勢
で
あ
っ
た
。
ヤ
マ
ト
政
権
は
、

朝
鮮
半
島
と
の
外
交
拠
点
と
し
て
関
係
し
て
い
た
任
那
と

友
好
関
係
に
あ
っ
た
百
済
救
済
を
目
的
と
し
て
、
半
島
へ

遠
征
す
る
こ
と
と
な
る
。
磐
井
は
新
羅
と
呼
応
し
て
こ
れ

を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
磐
井
の
乱
の
発
端
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
政
権
と
対
峠
す
る
に
は
そ
れ
相
応
の
軍
事
力
を

も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
磐
井
は
有
明
海
沿
岸
の
諸
豪

族
と
関
係
が
深
く
、
こ
れ
ら
豪
族
の
長
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
同
じ
石
材
を
使
用
し
た
石
製
品
の
分
布

に
表
れ
て
い
る
(困
)。

磐
井
は
こ
の
有
明
海
沿
岸
の
首
長
達
の
支
援
を
受
け
て

ヤ
マ
ト
政
権
と
戦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
山
地
区
の
首
長

か

ぶ

と

づ

か

せ

き

し

よ

う

墓
群
も
甲
塚
古
墳
の
阿
蘇
溶
解
凝
灰
岩
製
の
石
障
、
浦
山

い
え
が
た
せ
っ
か
ん

古
墳
の
横
口
式
家
形
石
棺
の
存
在
か
ら
こ
の
「
有
明
首
長

連
合
」
に
組
み
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

水
沼
君
は
筑
後
川
の
水
運
を
活
か
し
、
航
海
術
に
長
け

た
集
団
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
は

水
沼
君
に
接
近
す
る
こ
と
で
大
陸
交
渉
の
有
明
海
ル

l
ト

の
抑
え
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
塚
・
権
現
塚
古
墳

周
辺
か
ら
は
新
羅
系
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
半
島
と

の
交
易
を
窺
わ
せ
る
資
料
で
あ
る
。

磐
井
は
乱
の
際
、
海
路
を
遮
断
し
て
朝
鮮
半
島
の
諸
国

EF山神寵石ピ七世紀のω 通|9 

が
運
ぶ
貢
物
を
奪
っ
て
い
た
と
い
う
。
水
沼
君
が
こ
れ
に

対
処
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

じ
ん
み
よ
う
ち
ょ
う

『
筑
後
国
神
名
帳
』
に
よ
る
と
筑
後
地
方
に
は
宗
像
系

の
神
社
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
像
地
方
に

む
な
か
た
の
き
み

は
航
海
に
深
く
関
わ
る
胸
形
君
が
い
て
、
朝
鮮
半
島
と
の

交
流
を
持
ち
つ
つ
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
も
密
接
な
関
係
で
あ

み
由
ま
の
き
み

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

水
沼
君
は
胸
形
君
と
深
い
か
か

わ
り
が
あ
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
も
独
自
の
結
び
つ
き
を
強

め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
ず
み
の
む
E

り
じ

磐
井
の
乱
後
、
ヤ
マ
ト
政
権
は
物
部
連
や
阿
曇
連
と
い

っ
た
畿
内
勢
力
に
よ
る
直
接
支
配
を
拡
大
し
て
い
く
。
水

沼
君
の
一
族
は
そ
の
配
下
に
組
み
込
ま
れ
て
行
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

回伝岩戸山古墳出土石人。この石人は矢野一貞の『筑後将
士軍談』にも描かれている。久留米市文化財収蔵館蔵。

( 14臼嘩古墳
15出土地隣組不明

「

..... _...-._ 

プ¥に;、..川、
UI! 、
E，s02 l i 
11
0 .~...-¥...L _.~ ¥.ーー../ 可
'・『コ ー/、、、
日 { ........ 
j‘ 「・ ¥ーー
凡例 :ロ繍ロ式家形石棺 O石人石属 ※黒塗

国主な横口式家形石棺・石人石馬と装飾古墳の分布

・有明首長連合…柳沢一男が提唱する概念。有明海沿岸地域の首長墓の墓制には、極めて共通性が高い構成要素が認

められることから、この共有関係をこの地域における首長聞に結ぼれた姻戚関係や同盟関係といった政治的結合と想

定したもの。

図浦山古墳の横口式家形石棺。内部に線刻文がある。
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困

装
飾
古
埼
と
船

E長良ム欄石ヒ七世紀のくるめ 逼|

日
岡
古
墳
の
玄
室
奥
壁
は
、
同
心
円
文
、
連
続
三
角
文
、

わ
ら
び
て
も
ん

蕨
手
文
を
描
き
、
左
右
側
壁
に
は
船
や
鳥
、
馬
、
太
万
、

ゆ
ぎ較
が
描
か
れ
、
こ
こ
に
筑
後
川
流
域
の
装
飾
古
墳
に
描
か

れ
る
図
文
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

日
岡
古
墳
の
装
飾
に
は
全
国
的
に
見
て
も
例
が

少
な
い
と
さ
れ
る
魚
の
絵
が
あ
る
。
同
系
列
の
首
長
墓
で

ま
ぴ
さ
し
つ
宮
か
ぶ
と

あ
る
月
岡
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
眉
庇
付
胃
の
装
飾
と

圏久留米市善導寺町鎮西橋付近から望む筑後
川支流の巨瀬川と耳納連山。筑後川流域は
船材として最適な楠の産地で、あった。また、
近代以前の筑後)11は、重要な水上交通の道

でもあった。

し
で
も
魚
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。

圏全国的に著名な珍敷塚古墳の奥壁装飾。画面

左側に、ゴンドラ形の船や漕ぎ手、柚先の鳥

などが描かれる。干満の差を利用し、筑後川
から有明海へ、そして外海へと渡る豪族達の
雄姿が想像される。

こ
れ
ら
二
つ
の
魚
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
古
事
記
』
の
神
功
皇
后
の
新

羅
遠
征
に
関
す
る
記
述
に
は
、

「梅
原
の
魚
が
大
小
を
問

わ
ず
、
こ
と
ご
と
に
御
船
を
負
っ
て
渡
っ
た
」
と
-
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
海
原
の
魚
は
航
海
を
助
け
る
霊

魚
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

朝
鮮
半
島
で
は
こ
の
頃
に
な
る
と
新
羅
の
勢
力
が
強
大

と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ヤ
マ
ト
政
権
と
友
好
関
係
に
あ
っ

た
百
済
は
新
羅
に
圧
迫
さ
れ
、
救
援
を
要
請
し
て
き
た
。

『日
本
書
紀
』
に
は
筑
紫
に
滞
在
し
て
百
済
か
ら
援
軍
の

う
ち
つ
お
み

要
請
を
受
け
た
内
臣
が
、
欽
明
天
皇
十
五
年
(
五
五
四
年
)
、

勅
命
に
よ

っ
て
「
援
軍
の
数
は

一
千
、
馬
百
匹
・
船
四
十

隻
を
す
ぐ
に
発
信
す
る
」
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
北
部
九
州
は
朝
鮮
半
島
へ
渡
る
た
め
の
前
線

基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

や
か
た

め

ず

ら

し

づ

か

は
る

屋
形
古
墳
群
に
属
す
る
珍
敷
塚
古
墳
、
原
古
墳
、
鳥
船

塚
古
墳
に
は
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
肥
前
国
風
土
記
』
に

は
景
行
天
皇
巡
行
の
際
、
生
葉
山
を
(
造
船
の
た
め
木
を

こ
う
ら

伐
る
)
船
山
と
し
、
高
羅
山
(
現
高
良
山
)
を
(
梶
を
作

る
た
め
の
)
梶
山
と
し
て
船
を
造
っ
て
備
え
た
と
の
記
述

が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
耳
納
連
山
の
木
々
が
船
材
と
し
て

使
用
さ
れ
、

こ
れ
に
携
わ
っ
た
人
々
が
こ
れ
ら
の
古
墳
の

被
葬
者
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
五
六
二
年
に
ヤ
マ
ト
政
権
が
半
島
南
部
の
任

那
四
郡
を
新
羅
に
割
譲
す
る
事
件
が
起
る
。
こ
の
四
郡
(
北

加
羅
)
の
長
官
が
的
臣
で
日
岡
古
墳
の
被
葬
者
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
情
勢
の
悪
化
は
ヤ
マ

ト
政
権
に
と

っ
て
早
急
に
対
処
せ
ざ
る
を
得
な
い
外
交
問

題
で
あ
り
、
以
降
七
世
紀
に
至
り
、
本
格
的
な
対
外
戦
争

を
繰
り
広
げ
て
い
く
。

困月岡古墳出土の眉庇付胃(上)

と装飾に見られる魚(右)。
(うきは市教育委員会蔵)

-的臣(いくはのおみ)… 『日本書紀』景行天皇十八年条に 「的邑J、同書仁徳天皇十二年条に 「的臣祖盾人宿禰」、同
じく欽明天皇 卜五年条に 「的臣j が記載される。盾人宿禰の鉄盾・鉄矢の逸話や宮城十三門の中に的門があることなどか
ら、的臣は中央において軍事を職掌としていたと考えられている。また、欽明朝では、いわゆる 「任那日本府Jに駐留し
ており朝鮮半島とも関係が深い。浮羽地方との直接の関係を示す史料は見あたらないが、的と生葉、浮羽は同義であり、
的臣は同地方を拠点としていたものと思われる。

筑
後
川
流
域
に
お
い
て
、
彩
色
古
墳
が
盛
行
す
る
の
は

ひ
の
お
か

六
世
紀
以
降
で
あ
り
、
日
岡
古
墳
が
そ
の
初
現
で
あ
る
。

同
墳
の
築
造
年
代
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

「磐
井
の
乱
」

以
降
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
九
州

の
大
豪
族
で
あ
る
磐
井
の
内
戦
が
及
ぼ
し
た
影
響
が
、
筑

後
川
流
域
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
登
場
と
い
う
事
象
に
現

わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。



平
成
十
七
年
十
二
月
、
久
留
米
市
合
川
町
の
周
知
の
遺

跡
「
筑
後
国
府
跡
」
田
代
地
区
内
に
て
宅
地
造
成
に
伴
う

試
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
一

1
一
・
五

m
の
大
形
の
方
形
掘

形
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
形
建
物
の
柱
穴
で
あ
る
。

ひ
さ
し

早
速
、
確
認
調
査
が
行
わ
れ
、
四
面
に
庇
を
持
つ
大
形
掘

立
柱
建
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
遺
構
を
保
護
す
る

た
め
に
最
小
限
の
掘
削
し
か
行
っ
て
い
な
い
た
め
遺
物
は

少
な
い
が
、
柱
穴
か
ら
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
か
け

て
の
土
器
が
検
出
さ
れ
た
。
以
前
の
調
査
か
ら
こ
の
付
近

に
七
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
建
物
の
存
在
が
わ
か
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
東
限
大
溝
と
呼
ば
れ
る
人
工
の
流
路
か
ら
は
、

そ
の
時
代
の
鍛
冶
工
房
や
官
街
の
存
在
を
示
す
遺
物
が
検

出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
合
川
の
地
に
七
世
紀
末
に

国
府
が
建
設
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
重
要
な
施
設
が
存
在
し

激
動
の
七
世
紀

其
の
参

回

訪
・
身
・
菅
平
矧
の
成
立

長 高良ム概石ヒ叩限るめ 週1 1 

回台地北縁部に沿って、断面がV字形
で、幅約 6m、深さ約 3mの大溝が
掘削されている。台地下にも堀状遺

構が確認されている。

⑧、 崎、圃 h 句、守、、』
「 司・・- 堀状遺栂

北限大溝1・4--~aif-h..ーーーーー
_.・.- 町、同訓"'---------‘・・・惜官緬帽---

‘・." 推定土塁線

し一一..J.9Om

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
さ
に
そ
の
施
設
の
中
核
と
な
る
正
殿
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

四
面
庇
建
物
が
検
出
さ
れ
た
合
川
町
田
代
地
区
は
、
枝

光
台
地
の
北
西
部
に
位
置
す
る
。
筑
後
川
中
流
の
左
岸
に

あ
り
、
高
良
山
を
背
に
し
た
こ
の
台
地
か
ら
は
、

北
・

西

・

東
に
平
野
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
七
世
紀
は
有
明
海

み
ず
ま

の
海
岸
線
が
三
瀦
町
付
近
ま
で
き
て
い
た
た
め
、
有
明
海

か
ら
の
玄
関
口
と
し
て
、
先
は
海
外
ま
で
続
い
て
い
る
交

通
の
要
衝
で
あ
り
、
軍
事
的
に
も
当
然
拠
点
と
な
り
得

る
場
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
然
の
要
害
で
あ
る
枝

光
台
地
を
さ
ら
に
人
工
の
溝
や
土
塁
で
囲
い
込
ん
だ
施
設

ぜ
ん
し
ん
か
ん
が

が
前
身
官
街
(先
行
官
街
)
で
あ
る
。
高
良
川
を
西
限
と
し

ど
る
い

て
、
北
側
を
二
重
の
濠
と
一
条
の
士
塁
で
、
東
側
を
自
然

. "'- ，n -_1a臥 はにわ た問 あ 問 南積 を格 棟 内 六 地
で~Bj.... rJ 小 関れ 建 ×るで 北 は含を長に O 形

門 ーゴ.!llでTP規 する物二 東 問 棟 百め持舎、 O を
ひ U~ 1.' .C;-; 1 岨 JFWプ 模る 連群 問 西 仕 建 十 たつ建 四 m 手IJ84 叱 Jd 『の謡続でな 棟切物 二 長 四 物面 用

ヴ1三~' 掘揚土E あど建りが ぱ さ面群庇東し
ト4己n / 口 Jlf U 1 立が坑うるの 物 を並をは庇な建 西 た

Jfll 正明 f I R 喜多禁 i表理手々型示義円け
t R754Ll J 出!iJ. 1導続料 ョ 物品存たの九るこ m は 施南 O 区

ベ7hi17〉ら !千i バ口UUhiz叫 np
フ1'¥ q"" I!lr--r I I ¥I"! 穴どる 付 で さ 殿物約 二 行2設の南た

(1 味 ~ CLJ倉庫建物性ljJJ信長sit三間2話5ぇ福宅島22
o 5~~ _' 1いLTl，〉 世'Z要is岡高高 空22宅議132差52
園前身官街の中枢部。左が北。中央に正殿と思われ り構工区性×五間にあ閉ま。 物 O 呈
る大形の四面庇建物がある。 図右下の水色表記は 、の芸画格 三 ox 同 る 三 正 群 m す

工両・溝を問 m 梁規 。間殿、のる
連続土坑である。 人岸筆と持 南間格床、的東区南

集に記 思 つ 七に三の面庇 性 西域 北

@ 

-四面庇建物…通常の側住のみで構成される建物よりも格式が高い。政庁の正殿などに採用される構造。柱を建てて
造られる主要な空間を身舎(もや)というが、ここから庇を四方に出すと、さらに屋内の空間を広くとることができる。
四面庇の建物は、梁聞が3間であることが多い。2聞の建物よりも小屋組が高くなり、屋根が高く見栄えもよい。
口前身官街…官衡とは役所のことである。ここでは筑後国府の前身の役所という意味だが、筑後国の成立以前の施設
であり、国府とは機能を異にしていた可能性が高い。このため近年では、先行官街とも初期官街と呼ぶ向きもある。
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団
の
居
住
地
も
し
く
は
作
業
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

で
は
、
前
身
官
街
の
性
格
を
物
語
る
遺
物
た
ち
を
簡
単

に
紹
介
し
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ

ぽ

〈

し

ょ

す

ず

り

る
。
ま
ず
漆
な
ど
の
工
芸
材
料
、
墨
書
土
器
や
硯
な
ど
識

字
居
と
行
政
機
構
の
存
在
を
示
す
遺
物
(官
街
的
造
物
)

鉄
器
や
青
銅
器
を
生
産
す
る
た
め
に
使
用
し
た
道
具
と
そ

か

じ

の
副
産
物
(
鍛
冶
関
連
造
物
)
で
あ
る
。
東
限
大
溝
か
ら

は
、
そ
れ
ら
の
遺
物
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
困
'l
は

鉄
を
溶
か
す
炉
に
差
し
込
ん
で
空
気
を
送
る
フ
イ
ゴ
の
羽

ぐ

ち

て

っ

さ

い

る

つ

ぼ

ど

う

さ

い

口
、
同
じ
く
2
は
鉄
淳
、

3
は
銅
を
溶
か
す
柑
塙
と
銅
淳
、

う

る

し

ふ

た

-

一

え

ん

め

ん

け

ん

4
は
漆
が
付
着
し
た
須
恵
器
の
蓋
、
5
は
円
面
硯
、
6
は

墨
書
土
器
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
の
出
土
か
ら
、
防
御

性
に
優
れ
た
区
画
内
に
行
政
府
と
工
人
集
団
が
存
在
し
、

量 一軒ヒセ世紀のω 雪l

-EEE 
2 5 

園東限大溝から出土した遺物。 7世紀半ば""8世紀に
及ぶ、円面硯や墨書土器、漆が付着した土器や柑塙

などの出土は、 一帯における工房や行政機構の存在

を裏付ける。

しA同志織山緩
/¥、、¥
/ ， /、
/〆 圃上岩国語l!..

(¥司線路雌旬、雌雄F
航ド湾土鍋 『¥¥ 守 問問
恒星恵大卸遭. ー.... 1 

~i山..  石

国東限大溝。幅約7""10mを測る。溝内の堆積は
上下二層に分かれる。下層は7世紀半中ごろ~
間後半、上層は8世紀代の遺物が大量に含まれる。

園前身官街と関係遺跡の分布。 i藤山道」や河川な
ど、西海道以前の主要交通路沿いに配置される。

困筑後国府跡210次調査で発見された大形の
四面庇建物。前身官街の正殿建物と考えられ

る。身舎の柱穴内に立った人物と比べると、
柱穴の巨大さがよくわかる。

軍
事

・
政
治
両
面
に
お
い
て
地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
が

一
体
な
ぜ
、
何
の
目
的
で
建
設
さ

れ
た
の
、
だ
ろ
う
か
。
前
身
官
衝
が
築
造
さ
れ
た
七
世
紀
の

さ
ら

倭
国
は
、
内
外
両
面
に
お
い
て
大
き
な
波
に
晒
さ
れ
た
激

動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
百
済
を
救
済
す
る
た
め
斉
明
天
皇

自
ら
九
州
に
下
っ
て
陣
を
張
り
、
城
柵
を
築
造
し
た
。
六

六
三
年
に
は
白
村
江
で
倭
軍
は
大
敗
し
、
唐

・
新
羅
軍
の

倭
国
侵
攻
の
脅
威
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
脅
威
が
お
さ
ま
る

と
、
隼
人
の
乱
な
ど
国
内
で
の
不
安
定
な
情
勢
が
続
い
た
。

対
外
的
な
脅
威
と
律
令
国
家
形
成
へ
の
激
動
の
中
で
、
最

あ
さ
〈
ら
た
ち
ば
h
悼
む
ろ
に
わ
の
み
や

重
要
拠
点
で
あ
っ
た
朝
倉
橘
広
庭
宮
や
大
宰
府
を
守
り
、

そ
し
て
有
明
海
を
経
て
朝
鮮
半
島
や
南
九
州
を
牽
制
す
る

た
め
の
要
地
で
あ
る
久
留
米
の
地
に
、
こ
の
よ
う
な
防
御

性
の
強
い
軍
事
・政
治
的
拠
点
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
、

い
っ
こ
う
に
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

-鉄;宰・銅浮…鉄や銅を製造する際、砂鉄などの素材に含まれる不純物は高温のため溶け排出される。これを鉱浮、スラ

ッグとよぶ。 1期国府知lにあたる大溝上層からは、フイゴの羽口や柑塙、木炭、砥石なども発見されていることから、国
街工房における金属器生産は明らかである。このことを寝付けるように、天平10年 「筑後国正税帳Jには、 「造鋼電工J
に直稲などが支給されたことが記載されている。



回
筑
竣
の
「
山
川
水
域
」

か
ん
が

筑
後
国
府
跡
前
身
官
街
(
先
行
官
街
)
の
南
方
三

・
五
回

の
地
点
に
上
津
土
塁
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
西
に
延
び
る
こ

つ
の
丘
陵
に
挟
ま
れ
る
谷
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
央
付

近
を
上
津
荒
木
川
が
西
流
す
る
。
現
在
、
土
塁
本
体
は
宅

地
化
に
よ
っ
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
削
平
を
受
け
、
納
骨
堂

脇
に
、
地
上
の
わ
ず
か
な
高
ま
り
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
字
寄
図
な
ど
も
参
照
す
る
と
、
高
さ
は
不
明
な

が
ら
、
全
長
約
四
五

O
m、
幅
約
二

O
m
に
及
ぶ
巨
大
な

土
木
構
築
物
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

昭
和
五
十
九
年
(
一
九
八
四
)
、
土
塁
周
辺
に
ト
レ
ン
チ

が
入
れ
ら
れ
た
。
近
世
墓
な
ど
に
破
壊
さ
れ
な
が
ら
も
、

は
ん
ち
く

地
下
部
分
に
は
、
良
好
な
状
態
で
土
塁
の
版
築
土
層
が
残

っ
て
い
た
。
版
築
士
層
は
、

一
層
の
厚
さ
は
五

1
六

仰
ほ

ど
だ
が
、

黒
色
土
・
褐
色
土
と
白
色
系
粘
土
を
交
互
に
使
い
、

硬
く
突
き
固
め
ら
れ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
残
存
す

る
盛
土
の
高
さ
は
、
最
大
一
・
五

m
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一方、

版
築
士
層
の
下
部
は
、
青
灰
色
粘
土
層
や
泥
炭

層
か
ら
構
成
さ
れ
、

自
然
木
や
枝
葉
・
ド
ン
グ
リ
な
ど
を

大
量
に
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
直
下
は
地
山
の
砂
層

と
な
っ
て
い
る
。

同
様
の
構
造
は
、
大
宰
府
の
水
城
で
も
見
ら
れ
、
そ
れ

し
き
そ
だ

ぞ
れ
「
版
築
工
法
」
「
敷
粗
染
工
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
土
木
技
術
は
古
代
中
国
で
生
ま
れ
、
朝
鮮
半
島

経
由
で
我
が
国
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
軟
弱

な
地
盤
に
重
量
の
あ
る
土
塁
を
構
築
す
る
際
に
、
基
礎
の

滑
り
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
。

臨 若丸山概石印紀のくるめ ;通l13 

強
固
に
造
ら
れ
た
は
ず
の
上
津
土
塁
の
版
築

層
で
あ
る
が
、

一
度
崩
壊
し
、
再
び
版
築
工
法
に
よ
っ
て

修
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
松
村
一
良
に

よ
れ
ば
、
土
塁
崩
壊
の
原
因
は
単
な
る
土
圧
な
ど
で
は
な

ふ
ん
さ

く
、
地
震
の
液
状
化
に
伴
う
噴
砂
現
象
に
よ

っ
て
地
盤
が

陥
没
し
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
出
土
遺
物
と
し
て
、
版

築
土
中
か
ら
土
師
器
片
、
再
版
築
士
を
覆
う
遺
物
包
含
層

中
か
ら
須
恵
器
蓋
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
か
ら
古
墳
時

代
後
期
以
降
、
八
世
紀
後
半
ま
で
の
聞
に
築
造
・
地
震
に

よ
る
破
損
・
補
修
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
土
塁
の
南
側
に
は
、
幅
約

一
八

m
の
堀
状
遺
構

み
ず
き

が
存
在
す
る
。
こ
の
点
も
水
城
と
非
常
に
似
た
構
造
と
い

え、

「小
水
城
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
水
城
は
、

浦
山
丘
陵
裾
を
通
り
、
旧
三
毛
郡
黒
崎
(
大
牟
田
市
)
へ

と
抜
け
る
律
令
以
前
か
ら
の
交
通
路
「
脆
叫
起
」
を
遮
断

す
る
形
で
築
造
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

現在も土塁の一部が残る。園納骨堂脇には、

図土塁下の砂層から出土した弥生

時代後期の聾形土器片(左)と再

版築層を覆う包含層から出土し

た奈良時代後半の須恵器蓋片(右)。

困土塁下の敷粗呆の様子。

困地下に残っていた版築層。
極めて硬く突き固められ

ており、発掘調査の際は、

ツルハシや唐鍬で掘り下

げたという。

-藤山道…松村一良によれば、 浦山丘陵と上津土塁跡の接点から、丘陵裾を東へ進み、藤山を経由して南下、黒崎へ
と至る古道の痕跡が辿れるという。この古道沿いには、八女市岩戸山古墳をはじめとする大小の古墳や、正恵・大坪
遺跡(広川町)、女山神龍石(みやま市)など、評・郡街推定地、神龍石などが存在する。 w日本書紀』景行天皇十
八年条に、 「丁百に、八女県(あがた)に到る。即ち藤山を越えて南粟(粟か)崎を望りたまふ。」とあり、文献史料か
らもその存在を伺わせる。



道
路
は
重
要
な
施
設
問
を
結
ぶ
た
め
に
建
設
さ
れ
る
。

現
在
の
久
留
米
市
内
に
も
戦
前
に
旧
国
鉄
の
駅
か
ら
軍
の

施
設
を
結
ぶ
た
め
に
作
ら
れ
た
道
路
が
残
っ
て
い
る
。
古

代
に
お
い
て
も
そ
の
性
質
は
普
遍
で
あ
り
、
九
州
に
は
大

宰
府
を
起
点
と
し
て
各
国
の
政
庁
な
ど
重
要
施
設
に
向
か

う
道
路
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
久
留
米
に
は
、
大
宰

府
か
ら
小
郡
を
通
っ
て
久
留
米
市
合
川
を
経
由
し
て
羽
犬

塚
方
面
に
抜
け
る
西
海
道
と
、
現
在
の
成
田
山
の
西
側
か

ふ
じ
ゃ
ま
み
ち

ら
山
沿
い
を
通
っ
て
八
女
に
抜
け
る
藤
山
道
、
久
留
米
市

合
川
町
か
ら
耳
納
山
地
北
麓
に
併
行
し
て
東
へ
延
び
る
道

な
ど
が
存
在
し
た
。
西
海
道
は
八
世
紀
初
頭
、
律
令
制
の

14 

回
E
J埼
道

量子山神斉町七世艇のくるめ 理l

周防置

~ζ子'
宜界置

国北部九州における西海道路線と古代山城・国府の位置。
西海道は「遠の朝廷Jと呼ばれた大宰府を中心に放射状
に整備される。国府や山城はそれに近接する位置にある。

国久留米市諏訪野町上牟田遺跡の西海道。両側溝は何度
も掘り直され改修されている。

日
本
全
国
に
敷
設
さ
れ
た
道
路
網
の

一つ
で
あ
る
。

ザ
』
舟
円
、
?
レ
+
ワ
戸
』
-フ

全
国
が
五
畿
七
道
と
呼
ば
れ
る
行
政
区
に
区
分
さ
れ
、

行
政
区
と
同
じ
名
称
の
道
路
が
建
設
さ
れ
た
。
今
で
い
う

え

き

ろ

ぐ

ん
が

国
道
を
駅
路
と
呼
び
、
郡
街
間
な
ど
、
や
や
狭

い
範
囲
を
つ
な
ぐ
道
を
伝
路
と
呼
ん
だ
。
駅
路

の
位
置
は
、
は
じ
め
は
、
歴
史
地
理
学
者
な
ど

く

る

ま

じ

く

る

ま
ぢ

に
よ

っ
て

「
車
路
」
「
車
地
」
等
の
地
名
や
字

境
な
ど
を
参
考
に
推
定
さ
れ
て
い
た
。
実
物
が

発
見
さ
れ
た
の
は
、
平
成
四
年
四
月
、
久
留
米

市
諏
訪
野
町
上
牟
田
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

際
で
あ
り
、
側
溝
を
伴
っ
た
路
面
幅
七

m
以
上

の
直
線
的
な
道
路
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の

後
さ
ら
に
藤
光
町
宇
車
地
で
の
発
掘
調
査
(
車

4

わシ」、

地
遺
跡
)
、
筑
後
国
府
域
な
ど
で
同
様
の
遺
構
が
発
見
さ

れ
た
。
駅
路
の
路
面
は
、
小
磯
や
土
器
片
で
敷
き
詰
め
ら

れ
て
お
り
、
直
線
的
形
状
を
も
ち
、
道
路
幅
は
七

1
九

m

あ
る
。
画

一
的
で
大
規
模
な
施
設
で
あ
る
。

駅
路
は
、
八
世
紀
に
全
国
的
に
整
備
さ
れ
る
が
、
そ
れ

以
前
の
七
世
紀
後
半
代
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。
倭
国
は

朝
鮮
半
島
で
唐
・
新
羅
と
戦
争
状
態
に
あ
り
、
白
村
江
の

戦
い
の
前
後
に
各
地
に
防
衛
拠
点
が
建
設
さ
れ
た
。
前
身

か
ん
が

官
街
(
先
行
宮
街
)
や
上
津
士
塁
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

九
州
防
衛
の
中
核
基
地
で
あ
る
大
宰
府
を
取
り
巻
く
よ
う

に
要
所
に
軍
事
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
前
身
官
街
と

そ
れ
ら
を
繋
ぐ
道
が
、
何
ら
か
の
形
で
す
で
に
あ
っ
た
と

考
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
、
藤
山
道
は
、
駅
路

や
伝
路
と
違
い
、
道
沿
い
の
古
墳
の
分
布
等
か
ら
、
七
世

紀
に
は
既
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
道
で
あ
る
。

ぞ
や
ま

女
山
神
龍
石
か
ら
上
津
土
塁
を
通
っ
て
お
り
、
前
身
官
街

建
設
後
は
、
上
津
土
塁
を
抜
け
て
か
ら
北
進
し
て
そ
れ
ら

を
結
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

図久留米市藤光町車地遺跡で検出され

た西海道。写真奥は荒木町の字車路。.r草地I車路」地名…1970年代に古代官道研究の第一人者である木下良が着目した地名。これらの地名を繋ぐように大
字境、畦などが連続しており、 古代官道の遣称であろうとした。市内「草地」遺跡の調査では、推定路線から道路遺構が
出現し、この歴史地理学的方法から導き出された仮説が正しいものであることを証明した。
口古代官道の特徴…駅路は幅員が7----12mもあり直線的に延びる。約16km毎に駅家(うまや)を設置し、駅馬を備え
た。役所聞の連絡の他、軍事道としての機能もあったといわれる。



固

色
村
薬
の
勧
尚

古
代
に
お
け
る
集
落
は
、
発
掘
調
査
の
例
が
少
な
く
、

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
特
に
七
世
紀
の
集
落

に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
集
落
遺
跡
を
取
り
上
げ
、
七
世
紀

前
後
の
時
代
の
集
落
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

固
の
よ
う
に
集
落
の
分
布
は
、
久
留
米
市
の
ほ
ぼ
全
域

に
渡
っ
て
い
る
が
、
特
に
筑
後
川
や
広
川
な
ど
の
河
川
沿

い
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
、
河
川
の
自
然

こ
う
は
い
し
っ
ち

堤
防
上
に
立
地
し
、
後
背
湿
地
に
お
け
る
耕
作
と
河
川
を

利
用
し
た
交
通
を
基
盤
と
し
た
集
落
と
考
え
ら
れ
る
。

近

年
で
は
耳
納
山
麓
域
に
も
集
落
が
発
見
さ
れ
、
内
陸
部
に

も
集
落
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

集
落
に
は
、
古
墳
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
継
続
的
な
集

落
と
、
七
世
紀
後
半

1
八
世
紀
前
半
に
な
り
現
れ
る
集
落

が
あ
る
。
古
墳
時
代
か
ら
続
く
集
落
と
し
て
は
、
北
野
町

は
た
ん
ば
る

古
賀
ノ
上
遺
跡
(
困
t

⑬
番
)
、
荒
木
町
旗
原
遺
跡
(
困
'

な
ん
く
ん
に
し

⑥
番
)
な
ど
が
、
新
出
集
落
と
し
て
は
、
南
薫
西
町
の
南

薫
西
遺
跡
(
阻

①
番
)
、

田
主
丸
町
竹
野
小
学
校
遺
跡

(図
ー
⑮
番
)
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
遺
跡
と
き
ヲ
え
る
。

古
賀
ノ
上
遺
跡
は
、
六
世
紀
よ
り
集
落
の
形
成
が
始
ま

り
、
九
世
紀
の
終
わ
り
頃
ま
で
は
確
実
に
集
落
が
継
続
す

る
。
竪
穴
住
居
を
主
体
と
し
た
六
世
紀
の
集
落
は
、
次
第

に
掘
立
柱
建
物
を
含
む
集
落
に
移
り
変
わ
り
、
八
世
紀
の

後
半
に
な
る
と
、
集
落
の
空
閑
地
に
大
型
の
掘
立
柱
建
物

群
が
出
現
す
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
「
兵
」

「内
」
な
ど

の
墨
書
・
刻
書
士
器
や
硯
・
瓦
と
い
っ
た
官
的
な
遺
物
が

15 

古
賀
ノ
上
集
落
が
次
第
に

周
辺
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

安
武
町
今
泉
遺
跡
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
前
時
代
か
ら
伝
統
的
に
継
続
し
て
き
た
集

落
が
次
第
に
発
展
し
て
い
き
、

地
域
の
中
心
的
な
地
位
を

占
め
る
状
況
が
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
読
み
取
れ
る
。

対
し
て
、
南
薫
西
町
の
南
薫
西
遺
跡
、
田
主
丸
町
竹
野

小
学
校
遺
跡
は
、
七
世
紀
後
半
代
に
な
っ
て
集
落
が
営
ま

れ
る
。
南
窯
西
遺
跡
は
、
筑
後
川
の
左
岸
の
台
地
上
に
所

在
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
か
ら
は
縄
文
時
代
の
落
し
穴

と
七
世
紀
か
ら
一

O
世
紀
ま
で
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
但
し
、
縄
文
時
代
か
ら
七
世
紀
ま
で
の
聞
に
は
生
活

の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
南
薫
の
台
地
に
集
落
が

出
土
す
る
。

発
展
し
、

れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

図上空から見た古賀ノ上遺跡。奈良時代後半になると、

集落の一角に、計画的に配置された大形の掘立柱建

物群が忽然と出現する。

判長幸平跡EPifE¥惣11
固 久留米市内における 6~9 世紀の集落分布

・墨書 ・裏IJ書土器…土器の底や内側の部分に、墨や刻みで文字が書よかれている土器。墨で書かれているものを墨書土

器、刻んで書かれているものを刻書土器という。
口鉄淳一鍛冶精錬の時に出る鉄屑のこと。鉄津が出土することによって鍛冶が行われていたことが分かる。
・都城系暗文土器…7世紀に近畿地方で流行した土器で、器の内側に色々な模様が描かれている。
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。号daE要
国 『筑後国神名帳~ (高良大社蔵)御井郡の項にみえ
る 「大神神社」 と「芋原神Jの名(赤線部)。

成
立
す
る
の
は
七
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
集
落

の
規
模
は
不
明
だ
が
、
竪
穴
住
居
が
次
第
に
掘
立
柱
建
物
に

変
化
し
て
い
く
と
こ
ろ
は
、

他
の
集
落
と
共
通
す
る
。

一
方
、
集
落
の
成
立
段
階
か
ら
官
的
も
し
く
は
公
的
な

性
格
を
帯
び
る
点
が
、
伝
統
的
集
落
と
の
違
い
と
言
え
る
。

南
薫
西
遺
跡
の
場
合
は
、
長
方
形
の
竪
穴
住
居
か
ら
、
鉄

ぼ
う
す
い
し
ゃ

津
や
鉄
製
紡
錘
車
な
ど
の
生
産
関
係
の
道
具
類
や
、
都
城

系
暗
文
土
器
な
ど
畿
内
地
方
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る

遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
世
紀
代
の
も
の
と
し

お

お

み

わ

た

い

り

よ

う

て
は
、
「
芋
原
」
「
大
神
」
「
大
領
」と
書
か
れ
た
墨
書
・
刻

書
土
器
が
二
二
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
「芋
原
」「
大

神
」
は
、
高
良
大
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
筑
後
国
神
名

帳
』
に
、

「芋
原
神
」

「大
神
神
社
」
と
掲
載
さ
れ
た
神
名

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
御
井
郡
の
大
領
が
、
「
芋
原
神
」

「
大
神
神
」
に
関
わ
る
祭
杷
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

大
形
の
掘
立
柱
建
物
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
郡
の
中
心
的

集
落
と
考
え
ら
れ
る
。

竹
野
小
学
校
遺
跡
は
、
七
世
紀
か
ら
竪
穴
住
居
が
営
ま

れ
始
め
る
。
集
落
の
開
始
と
同
時
に
工
房
的
な
性
格
を
持

っ
て
お
り
、
鉄
浮
や
輔
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
八
世

紀
代
に
な
る
と
「
康
国
」
「
福
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が

出
土
し
て
い
る
。

竹
野
小
学
校
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

五
世
紀
後
半
代
の
古
墳
を
破
壊
し
て
集
落
が
形
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
墳
の
築
造
か
ら
約
一

O
O年
前
後

で
、
墓
を
破
壊
し
て
集
落
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
は
、
古

墳
造
営
集
団
と
は
別
の
勢
力
の
人
々
が
や
っ
て
来
、
在
来

の
人
々
を
排
除
し
て
定
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

こ
の
よ
う
に
、
七
世
紀
を
画
期
と
し
て
集
落
の
状
況
を

遺跡名 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀
南惹西遺跡
2 神道遺跡
3 下見遺跡
4 ヘボノ木遺跡
5 白口経塚遺跡

-ー

6 旗原遺跡
7 御供田遺跡

コ惨|
8 子塚遺跡
9 篠田遺跡
10 酢正免遺跡
11 東鳥遺跡
12 良糟遺跡

~ 
13 古賀ノ上遺跡
14 鷹取堺町遺跡
15 竹野小学校遺跡
16 船越宮ノ前遺跡
17 船越 ノ上演ー跡

18 日詰遺跡
... 

伝
統
的
な
集
落
が
徐
々
に
成
長
(
集
約
?
)

し
て
地
域
の
中
心
的
な
存
在
に
な
る
例
と
、
突
如
、
何
も

な
い
土
地
や
既
存
の
人
々
を
押
し
の
け
て
集
落
が
営
ま
れ

る
例
と
に
二
分
さ
れ
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。
特
に
後
者

の
新
出
集
落
に
つ
い
て
言
え
ば
、
初
め
か
ら
公
的
あ
る
い

は
官
的
な
意
図
が
働
い
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
、

計
画

的
に
集
落
を
形
成
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
七
世
紀
の
混
乱
と
、
筑
後
国
府
前
身
官
街
(
先

行
宮
街
)
の
成
立
や
高
良
山
神
舘
石
の
造
営
と
い
っ
た
歴

史
的
な
流
れ
と
の
連
動
性
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

見
て
み
る
と
、

図久留米市内の6---...9世紀集落消長表

.r芋原J(せんばら ・ちはら)・・・2Fとは草が生い茂る様子という意味の漢字で、?原とは草原の意味と考えられる。
口 『筑後国神名帳』…筑後圏内の正六位以上の位階を持つ神々を郡毎に書き上げた、神々の名簿。天慶7年 (944)、

筑後国守が大宰府に提出したものの控えとされる文書。高良大社蔵、県指定文化財。

・輔 (ふいご)ー・鍛冶精錬を行うときに、炉の火力を上げる為に風を送る送風機。



且
ハ
の
四

大
き
に
地
動
る

回

筑
快
大
地
震
と
水
縄
活
断
層

近
年
、
筑
後
地
方
の
諸
遺
跡
か
ら
、
地
震
活
動
の
痕
跡

で
あ
る
断
層

・
地
割
れ
・
地
滑
り

・
土
石
流
・
液
状
化
と

噴
砂

・
倒
木
痕
な
ど
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
活

断
層
の
活
動
は
、
地
形
・
地
質
的
に
明
ら
か
に
認
め
ら
れ

る
場
合
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
宜
以
上
と
な
る
と
い
わ

れ
る
。
ま
た
、
液
状
化
現
象
に
つ
い
て
も
、

V
(強
震
)
i

M
(烈
震
)
以
上
の
強
い
揺
れ
の
場
合
に
発
生
す
る
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
、
極
め
て
大
規
模
な
地
震
活

動
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
出
の
上
津
土
塁
跡
で
は
、
七
世
紀
前
半
i
八
世
紀
後

半
の
聞
に
土
塁
本
体
が
地
盤
の
液
状
化
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、

修
復
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
筑
後
国
府
跡
第
九
七
次
調
査

か
ん
が

で
も
、
前
身
官
街
(
先
行
官
街
)
の
東
限
大
溝
底
部
か
ら
、

液
状
化
に
伴
う
噴
砂
が
発
見
さ
れ
た
。
発
生
時
期
は
、
出

土
土
器
か
ら
七
世
紀
後
半

1
八
世
紀
半
ば
に
絞
ら
れ
る
。み

さ
ら
に
、
平
成
四
年
の
山
川
前
田
遺
跡
の
調
査
で
は
、
水

の
う縄
断
層
本
体
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
四
回
の
活

動
痕
跡
が
確
認
さ
れ
、
最
新
の
活
動
は
六
世
紀

i
十
二
世

紀
の
間
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
筑
後
圏
内
で
検
出

さ
れ
る
地
震
痕
跡
は
、
そ
の
位
置
や
年
代
、
規
模
な
ど
か

ら
、
水
縄
断
層
の
活
動
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
調
査
を
担
当
し
た
松
村

一
良
は
、

『日

本
書
紀
』
天
武
七
年
十
二
月
条
の
あ
る
記
事
に
注
目
し
た
。

お
お

U
い

ふ

っ

ち

さ

「是
の
月
に
、
筑
紫
園
、
大
き
に
地
動
る
。
地
裂
く
る

17 

こ
と
広
さ
二
丈
、
長
さ
三
千
余
丈
。
(
後
略
)
」

日
本
最
古
の
地
震
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

天
武
七
年
(
六
七
八
)
、
筑
紫
国
(
七
世
紀
末
に
筑
前

・
筑

後
国
に
分
割
)
で
発
生
し
た
地
震
は
、
幅
六
町
長
さ
約

一
O
M
に
及
ぶ
凄
ま
じ
い
地
割
れ
を
引
き
起
こ
し
た
と
い

う
の
だ
。
し
か
も
描
写
さ
れ
た
被
害
状
況
や
規
模
、

地
震

の
発
生
年
代
は
、
水
縄
断
層
と
そ
の
周
囲
で
検
出
さ
れ
る

地
震
痕
跡
と
も
矛
盾
し
な
い
。

し
ん
ど
う

さ
て
、
平
成
十
六
年
に
実
施
さ
れ
た
神
道
遺
跡
第
二
二

次
調
査
で
は
、
断
層
本
体
と
と
も
に
、
幅
約
七

m
の
大
規

模
な
地
割
れ
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
数
値
は
『
日
本
書
紀
』

の
記
述
と
も
近
い
。
記
事
の
信
濃
性
を
裏
付
け
る
結
果
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
地

震
痕
跡
に
具
体
的
な
年
代
が
与
え
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

筑
紫
大
地
震
が
七
世
紀
に
お
け
る
筑
紫
研
究
の
重
要
な
鍵

を
握
っ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

国筑後国府跡東隈大溝の噴砂。すり鉢状の

窪みの底から噴き上がり、大溝下層の黒色
粘土層を貫く。 まるで、天に立ち昇る龍の
よう。

園山川前田遺跡で、発見された水縄活断層系追分断層。
都合4回の活動痕跡が確認された。

圃試掘坑の断面に見える神道遺跡の大規模な地割れ
跡。幅は 7mも近くある。背後は高良山。

圃天武七年・・・一般に西暦678年であるが、地震が発生した12月は、 12月l日がユリウス歴の679年1月17日にあたる
ことから、ユリウス歴の679年と記載されることもある。水縄断層系が動いた最後の年ということになる。
口水縄断層系…耳納山地の北側斜面に位置し、 13の断層から構成される。長さは約23km、活動周期は約3，600年と
推定されているが、活動した場合の地震規模はM7.1、一回の地震による断層の変位は約1.8mと計算されている。
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回

神
築
石
の
崩
壊
と
七
世
紅
の
え
留
米

高
良
山
神
龍
石
の
北
側
列
石
線
は
未
発
見
で
、
現
状
で

は
城
壁
が
全
周
し
て
い
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
。
北
側
は

地
形
が
急
峻
で
、
か
っ
、
母
岩
が
露
顕
し
た
箇
所
も
多
い

こ
と
か
ら
、
当
初
よ
り
列
石
線
を
構
築
し
な
か
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
昭
和
初
期
に
同
神
龍
石
を
詳
細
に
踏
査
し
た

武
藤
直
治
ら
は
、
「
巨
石
が
墜
落
し
民
家
を
破
壊
し
た
」
「久

留
米
城
築
城
の
際
に
搬
出
し
た
」
「
列
石
を
掘
り
当
て
た
が

埋
め
戻
し
た
」
と
い
う
い
く
つ
か
の
伝
承
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
列
石
線
は
存
在
し
、
現
在

も

一
部
は
埋
も
れ
た
ま
ま
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
筑
紫

大
地
震
に
よ
り
北
側
城
壁
が
崩
壊
し
た
の
で
は
な
い
か
と

す
る
松
村

一
良
の
説
で
あ
る
。
現
在
、
高
良
大
社
社
務
所

北
側
一
帯
は
急
傾
斜
の
崖
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
円

弧
摩
擦
滑
り
に
よ
る
斜
面
崩
壊
の
痕
跡
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
高
良
山
神
龍
石
は
、
活
断
層
の
真
上
に
位
置
す
る
山

川
前
田
遺
跡
を
眼
下
に
見
下
ろ
し
て
お
り
、
同
遺
跡
で
は

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
土
石
流
が
堆
積
し
た
跡
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七

・

一の
地
震
を
発
生
さ
せ
る
水
縄
断
層
の
激
し
い
地
震
動
で
、

列
石
線
が
崩
壊
し
た
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
高
良
山
神
龍
石
が
天
武
七
年
に

は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
物
証
が
乏
し
い

神
龍
石
の
年
代
解
釈
に
、
ひ
と
つ
の
定
点
を
与
え
る
も
の

と
な
ろ
う
。

回連藍喝轟量量置量量

国急峻な北側斜面の地形を利用した吉見岳城。
付近を列石推定線が通るが、それらしき石
材は確認されていない。あるいは同城築造

の際に、破壊された可能性もあるのか。

園山川前田遺跡上空(高良山北麓側)から見た高良山神寵石

園高良大社社務所北側に残る円弧摩擦滑りの跡圏上津土塁跡で見られる土塁版築土のズレ。

-武藤直;台一 1871-1960。旧久留米藩馬廻り役の家に生まれる。県立久留米高等女学校校長などを歴任。郷土
の教育に力を注ぐ一方、実地に調査した郷土の史跡や先人に関する研究を精力的に行った。石野儀助と実施した
高良山神能石に関する調査成果は、未だに同神髄石研究の基本文献として重要な位置を占める(巻末主要参考文
献の項参照)。



こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
筑
紫
大
地
震
の
被
害
を
被
っ
た

と
さ
れ
る
諸
遺
跡
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

か
ん
が

①
筑
後
国
府
跡
前
身
官
街
(
先
行
官
街
)

②
高
良
山
神
龍
石

③
上
津
土
塁
跡

こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
=
一
遺
跡
が
七
世
紀
後
半

の
天
武
七
年
(
六
七
八
)
の
時
点
で
同
時
併
存
し
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
①
の
前
身
官
街
は
、
そ
の
遺
構
や
遺
物
内
容
か
ら
、

何
ら
か
の
行
政
的
・
軍
事
的
拠
点
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。
②
は
そ
の
背
後
に
聾
え
る
山
塊
に
築
造
さ
れ
た
山

ふ
じ
ゃ
ま
み
も

城
、
③
は
「
藤
山
道
」
と
仮
称
す
る
古
道
を
遮
断
す
る
防

御
施
設
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
が
一
連
の
計
画
と
目

的
の
下
に
設
置
さ
れ
、
互
い
が
有
機
的
に
連
携
し
て
い
た

施
設
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
身
官
街
は
前
代
か
ら
の
重
要
な
水
上
交
通
路
で
あ
る

筑
後
川
に
面
し
て
い
る
。
こ
の
川
は
有
明
海
へ
と
抜
け
、

半
島

・
大
陸
と
の
交
渉
の
道
で
も
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。

一
方
、
上
津
土
塁
が
塞
ぐ

「藤
山
道
」
に
つ
い
て
も
、
有

明
海
方
面
か
ら
北
上
し
、
肥
前
へ
抜
け
大
宰
府
方
面
へ
向

か
う
古
墳
時
代
以
来
の
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
松
村
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
高
良
山
神
龍
石
を
含
め
た
三
施
設
が
、
有
明
海
方

面
か
ら
の
、

例
え
ば
軍
事
的
な
侵
攻
を
想
定
し
て
周
到
に

設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
造
営
時
期
が

一
つ
の
焦
点
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
前
身
官
街
か
ら
出
土
す
る
遺
物
を
み

る
と
、
北
限
大
溝
下
層
で
は
七
世
紀
中
頃
に
は
、
そ
の
掘

震と 高良ム欄石ピ七酬とのくるめ 調19 

削
が
開
始
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
東
限
大
溝
の
下

層
か
ら
も
、
七
世
紀
中
頃
1
同
末
の
官
街
的
な
様
相
を
示

す
遺
物
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
田
代
地
区
の
四
面
庇

建
物
は
、
七
世
紀
初
頭
の
竪
穴
住
居
を
破
壊
し
て
建
築
さ

れ
て
お
り
、
北
限
大
溝
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
時
期
を

想
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
七
世
紀
中
頃

に
は
前
身
官
街
の
造
営
が
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
他
の
大
形

建
物
の
柱
穴
か
ら
は
、
七
世
紀
後
半

i
同
末
に
か
け
て
の

遺
物
を
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
後
も
施
設
の
拡
充

が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

前
身
官
街
が
七
世
紀
中
頃
に
造
営
を
開
始
し
た
と
す
れ

ば
、
高
良
山
神
龍
石

・
上
津
土
塁
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
時

期
に
着
工
し
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
頃
、
東
ア
ジ

ア
で
は
唐
の
軍
事
介
入
に
よ
っ
て
百
済
が
滅
び
た
。
我
が

国
は
そ
の
救
援
の
た
め
に
、
唐
・
新
羅
両
国
と
敵
対
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
白
村
江
の
敗
戦
後
も
、

三
遺

跡
は
維
持
管
理
さ
れ
、
あ
る
い
は
整
備
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

唐
・
新
羅
か
ら
の
侵
攻
に
備
え
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

対
外
的
な
危
機
が
去
っ
た
七
世
紀
末
i
八
世
紀
初
頭
に

か
け
て
、
大
宰
府
管
内
で
は
本
格
的
な
律
令
制
に
基
づ
く

中
央
集
権
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
。
南
九
州
へ
の
武
力
支

配
の
拡
大
は
、
隼
人
の
反
乱
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
田
中
正
日
子
が
述
べ
る
よ
う
に
、
前
身
官
街
が
そ
の

支
配
の
拠
点
と
し
て
、
重
要
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
と

見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
六
九

0
年
代
に
は
筑
後
国

が
成
立
す
る
。
前
身
官
街
の
跡
地
は
国
街
と
な
り
、
筑
後

国
府
と
し
て
新
た
な
出
発
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

困北限大溝下層出土の須恵器。溝底から発見さ

れたが、下層には遺物がほとんど含まれない。

園前身官街の正殿と考えられる建物が発見され
た筑後国府跡第210次調査地。現在は埋め戻
され保存されている。

-隼人...古代日本において、九州南部と種子島・屋久島一帯に住んでいた人々。中央集権化に抵抗し、 702年に薩摩
国が設置された後も、しばしば反乱を起こした。720年には大隅国守を殺害し大規模な反乱となったが、大伴旅人に
よって征討され、翌年鎮圧された。この後、完全に服従することとなったが、これらの地域で班回収受が行われたの

は800年になってからのことである。



11噌E・・謹翠董翠圃
西暦 天皇・年号記事 (古代山城関連記事) 久留米の遺跡と主なできごと

推古 1

8 

倭王武(ワカタケル大王)、宋に使いを送る

磐井の乱。翌年、磐井の子筑紫君葛子、糟屋屯倉を献上する

那津宮家を修造し、筑紫・肥・豊の屯倉の穀を運ばせる

・このころ御塚・権現塚古境(大善寺

町)が相次いで築造される

大伴狭手彦・磐兄弟を朝鮮出兵させる。磐は筑紫にとどまり政をとる

百済聖明王により仏教公伝(一説552年)

百;斉使、筑紫に来たり助軍を乞う。聖明王、新羅の地で戦死

新羅、半島南部の任那(伽つ諸国)を滅ぼす。派兵するも敗退

蘇我氏、物部氏を滅ぼす。物部氏、稲城を築きて戦う

聖徳太子、摂政となる

任那(伽?諸国)回復のため新羅に派兵

.6世紀後半ころの筑後川流域では、
下馬場古境(草野町)など装飾古境が

多数築造される/古賀ノ上 ・吉積遺

跡などの継続集落が出現する

478 

527 

536 

537 

538 

554 

562 

587 

593 

600 

602 

603 

607 

609 

630 

644 

645 

646 

647 

653 

656 

658 

661 

663 

664 

665 

667 

668 

670 

672 

10 来呂皇子、新羅出兵のため志摩郡に駐屯する

11 冠位十二階の制定。翌年、十七条憲法を制定

15 小野妹子らを晴に派遣(遣晴使)、翌年階使装世清を伴い帰国

677 

678 

682 

685 

689 

690 

694 

698 

699 

701 

702 

704 

710 

713 

715 

716 

718 

719 

17 

野明主

皇極 3
4 

孝徳 2

3 

9 
斉明 2

4 

7 

天智 2

3 

4 

6 

7 

9 
天武 1

6 

7 

11 

14 

持続 3

4 

8 

文武 2

3 

大宝 1
2 

塵雲 1

和銅 3

6 

霊皐 1
2 

養老 Z

3 

720 4 

723 7 

735 天芋 7

756天手勝E8

757天字宝字 1

758 2 

792 g厚 11

筑紫大宰、百済僧の肥後葦北津への来泊を報告する

犬上御田鍬らを唐に派遣(第 1回遣唐使)

蘇我蝦夷・入鹿、甘極丘の家の外に城柵を作り、門の傍らに兵庫をつくる

中大兄皇子ら入鹿を暗殺。譲位された孝徳天皇が即位、難波宮(前期難波宮)に選都

「改新の詔Jを公布、薄葬令がだされる

淳足柵を造り柵戸を置く。翌年、努舟柵を置く

第2回遣唐使を派遣(~654) 

後飛鳥岡本宮へ遷る。多武峰に両槻宮を造り、 í~王心渠J を掘って石を運び、宮の東の山に積む

阿倍比羅夫、蝦夷・粛慎を征討(~660)/ i或本云・・繕修城柵断塞山川之兆也J (~日本書紀~ ) 

斉明天皇・中大兄皇子、新羅征討に向かう。那大津に上陸、朝倉宮へ入る。7月、斉明死去。

倭・百済軍、唐・新羅軍と白村江で交戦し大敗

対馬嶋・壱岐嶋・筑紫固などに防人と峰を置き、 筑紫に水域を築く

長門固に築城、筑紫に大野城・基鐸城を築く

近江大津京ヘ遷都/倭国に高安城 (669工事中止・修理)、讃岐園に屋嶋城、対馬国に金田城を築く

天智即位/高句麗滅亡する

庚午年籍をつくる/高安城を修理し、穀 ・塩を蓄え、長門に一城・筑紫に二城を築く

壬申の乱に際し、筑紫大宰粟隈王は出兵要請を拒否/筑紫国の城を高く掘りを深くして外敵に備える。

三尾城を攻め落とす/7月、高安城の税倉が焼失する ・このころ御塚・権現塚古境(大善寺

多禰嶋人を飛鳥寺の西の槻の下で饗す 町)が相次いで築造される

筑紫国大地震。日本最古の地震記録、 筑後国府前身官街(先行宮街)・上津土塁跡 ・高良山神能石等被害

大隅・阿多の隼人、方物を貢ぐ

新羅使を筑紫に饗す (686・688にも)

浄御原令施行/筑紫大宰栗田真人、隼人を献ずる/筑紫に位記(辞令)を送り、新城を視察させる

軍丁で筑紫国上陽時郡の大伴部博麻、新羅の送使に従い帰国 ・このころ南薫西遺跡に集落が出現

藤原京に遷都 ・このころ筑後国が成立する(1期国

大宰府に大野・基鐸・鞠智城の三城を修理させる/高安城を修理 府)

高安城を修理する/大宰府に三野・稲積の二城を修理させる

大主律令制定/栗田真人らを唐に派遣(遣唐使復活)/高安城を廃止

薩摩多禰を征討し、戸を校し吏を置く/薩摩国が成立

大宰府に信濃の弓1400張を給付

平城京へ遷都

大隅国が成立

郷里制施行/大宰府、新羅国使の帰国に際して綿と船を支給

大宰府に弓5374張を支給

養老律令制定

備後国安那郡の茨城、葦田郡の常城と停廃する

. 713年、遣新羅使従五位下道君首名、
帰国16日後に筑後国守となる

.718年、道君首名(兼肥後国守)、
在任のまま病死

阿倍比羅夫、筑紫大宰師に任命される/隼人、大隅国守を殺害、大伴旅人を征隼人持節将軍とし翌年鎮圧

三世一身法制定

薩摩・大隅の隼人296人、入朝して詞物を貢ず

恰土城の築城と水城の修理が行われる

東国防人を廃し、西海道七国兵士を防人に充てる

大宰府に唐の兵乱に備えるよう命ずる

軍団兵士を廃止、健児を置く

.738年の筑後国正税帳断簡が残る
-このころ筑後国府は 11期国府へと移
転する

795 14 壱岐・対馬以外の防人と防人司が廃止される

20 
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良

久
留
米
市
文
化
財
サ
ボ
!
タ

l

第
四
回
神
髄
石
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

主
要
参
考
え
献

(
発
表
順

高
良
山
神
龍
石
に
関
す
る
も
の

回
武
藤
直
治

・
石
野
儀
助

「高
良
山
神
龍
右
」
『
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

調
査
報
告
書
』
第
五
輯
、
福
岡
県
、

一
九
二一

O
年
。

固
樋
口

一
成
編
『
史
跡
高
良
山
神
箆
石
保
存
管
理
計
画
策
定
報
告
書
』
久
留
米

市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
五
集
、

一
九
七
七
年
。

固
樋
口

一
成

「高
良
山
神
龍
石
」
『
久
留
米
市
史
』
第

一
巻
、
久
留
米
市
史
編
さ

ん
委
員
会
、
一
九
八

一
年
。

固
松
村

一
良
「
高
良
山
神
能
石
」
『
久
留
米
市
史
』
第
十
二
巻
、

久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

一
九
九
四
年。

口

資
料
編
考
古
、

前
身
官
街
(先
行
官
街
)
・

上
津
土
塁
・
筑
紫
大
地
震
・

西
海
道
に
関
す
る
も
の

圃
田
中
正
日
子

「成
立
期
の
筑
後
国
と
大
宰
府
」

『筑
後
国
府
跡
・
国
分
寺
跡
』

久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
九
集
、
一
九
八
九
年
。

固
松
村
一
良

「『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
七
年
条
に
み
え
る
地
震
と
上
津
土
塁
に

つ
い
て
」

『九
州
史
学
』
第
九
八
号
、
一
九
九

O
年
。

回
松
村

一
良
「
筑
後
国
府
跡
」
「
古
代
官
道
跡
」

「上
津
土
塁
跡
」
「山
川
前
田
遺

跡」

『久
留
米
市
史
』
第
十
二
巻
、
資
料
編
考
古
、
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

一
九
九
四
年
。

固
尾
崎
源
太
郎
・
中
村
光
雄
・
小
津
太
郎

「第
一
一
編
原
始

・
古
代
」

『広
川
町

史
』
上
巻
、
広
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、

二
O
O五
年
。

回
神
保
公
久
「
古
代
の
防
衛
拠
点
」

『図
説
・
久
留
米

・
小
郡
・

う
き
は
の
歴
史
』

郷
土
出
版
社
、
二

O
O六
年
。

固
神
保
公
久
編
『
筑
後
国
府
跡
第
一一

一
O
次
調
査
報
告
書
』
久
留
米
市
文
化
財

調
査
報
告
書
第
二
三
五
集
、
三

O
O六
年
。

固
松
村

一
良
編
『
筑
後
国
府
跡
(
一
)
』
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
七

一
集
、
二

O
O八
年
。

回
松
村
一
良
編

『筑
後
国
府
跡

四
集
、

二
O
O九
年
。

口

，戸、、
一一、-'
巴=

久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
八

1""_>-

※高良山神徳石は、昭和28年(1953)に国指定史跡となって以来、保存管理計画に基づいて山容の保全につとめています。

※表紙のコピー「城柵を繕い山川を断ち塞ぐJは、 『日本書紀』斉明四年是歳条或本の記事の一部ですが、緊迫する当時の東アジア

情勢を端的に表現したものとして採用しました。

第34回 久留米の考古資料展・展示解説図録

書1良ム神箆石と七世飛とのくるめ
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